
坂井市脱炭素ロードマップ（素案）に対するパブリックコメント募集の結果ついて 

１．意見募集期間：令和 6年 1月 17日（水）～令和 6年 1月 31日（水） 

２．意見提出者数及び意見件数 

（１）提出者数  １人 

（２）提出意見数 １件 

３．提出された意見の概要及び意見に対する考え方 

No. 提出された意見の内容 意見に対する市の考え方 案の修正 

１ 

〇太陽光発電の導入について 

太陽光発電を一番に導入するお考えのようです

が、パネルの経年劣化後の取り換え、処分する際

に多くの費用がかかることや、パネルに使用され

ている有害物質および大量廃棄の際の問題につい

て詳しく考えられてないように思います。また、

太陽光発電パネルの設置により自然豊かな坂井市

の良さを失ってしまうのではないでしょうか？こ

れらのことを考えると太陽光発電が一番いいとは

言えないと思います。 

年頭に起こった能登の震災によって、新たに太

陽光発電の問題が見えたという情報も聞こえてき

ました。今一度提案を考え直してはいかがでしょ

うか？ 

2050年までのゼロカーボン達成に向けて太陽光発電などの再生

可能エネルギーの導入は必要不可欠であり、坂井市における導入

ポテンシャルが最も高い太陽光発電はこれからの主力となるもの

と考えております。 

一方でご意見いただいた太陽光発電パネルの処分、廃棄につい

ては全国的な課題であると認識しており、国においても「太陽光

発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン」を作成

し、事業者等に対し適切な処理を促すなどしておりますので、坂

井市においても適切な指導および対応を行っていきたいと考えて

おります。 

また自然環境への影響については本ロードマップにおいて「坂

井市再生可能エネルギー導入方針」として「坂井市の豊かな自然

や景観を損なうことなく、それぞれの場所に調和した適材適所の

再生可能エネルギーを導入する」と明記しております。こちらに

ついても適切な対応を行っていきたいと考えておりますのでご理

解のほど何卒宜しくお願い致します。  

なし 

 


